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06応援したい。お金をあげたいです。ずっとしあわせでいて生きていくために必要な人たち、好き07

P L A N N I N G
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2 0 1 7年、どんな服を着ましたか？
ばっちり働きたい日も、気持ちが眠たい日も、服は自分のいちばん近くで寄り添って

等身大の自分、背伸びする自分、様々な自分の味方でいてくれました。
2018年がはじまりました。今年は、どんな服を着ますか？
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サスペンダーを使った男の子な
らではの「かわいい」は、狙い過ぎ
ず凡庸過ぎず、ナチュラルな魅力
に繋がりそう。ストライプで品の
良さを出しつつ、シャツの袖口を
ラフに折って、軽さを演出しよう。
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ワントーンで揃えるコーディネー
トは素材の違いで奥行きを出し
ましょう。流行りのルーズなシル
エットの中に、ウエストマークや足
元の革素材など引き締める要素
を取り入れるとイケすぎて最高。

36
キーワードは「ユーティリティ」と「リラックス」。
引き続いていく流行に巻かれていこう。

2018SSの流行は「ユーティリティ」と「リラックス」。中々ピンとこないワードだけれども、何シーズンか前から増え
てた「スポーツミックス」と「ゆるゆるオーバーサイズ」が引き続いているということ。特にユーティリティは、近年の
スタンダードになった「ノームコア」（めちゃくちゃシンプルなあの感じ）をベースにスポーティアイテムを合わせて
いくのがポイント。サチモスがユーティリティで、ネバヤンがリラックスと覚えておけば問題なかろう。

デニムの色味で遊び心を演出。
淡い色のワイドパンツはそれだ
けで夏へのギアがかかった気分。
あえて選んだ白スニーカーは、ク
リーンで背伸びの無い印象。爽
やかなメリハリが心地よい。
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キレイすぎるイメージのオール
ホワイトコーデに、リジットデニム
の無骨なコートを羽織って男を
上げる。脱いだらシティ、羽織る
とシブい、何をしても格好良く
なってしまう上級者な装い。

��©����� ���

¨�ª���«�¨�� ���

¬®�¯° ±²�³´

µ�³�¶ ´�·°

±²�³´¸

¹º»�¼½¸¾

¿�®² ¶»�² ±²�³´¸

®³�²�
��±
®³�²�¸

«®À² �¶·³¿² �Á³·¶

Â���¸


